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･カオス的挙動を示すexactに解けるモデル 桂 重俊,福田 互 (東北大工)
･自己相似性について 畑 政義 (京大理 )
･一般化されたランダムウオークの経路のゆらぎと分岐 原 啓明(東北大工)
･境界競合によるFrustratedlnstabilityと初等数論的秩序 水野正彦,池田研介 (京大理 )
･セパラトリックス近傍のカオスのリヤプノフ数と拡散係数 長島弘幸 (静大教養 )
･非線形シュレー ディンガー方程式のソリトン･カオス 野崎-洋,戸次直明(名大理 )
･高次元カオスの統計的性質 (リヤプノフ次元,相関々数,K2エントロピー)辛
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も図7の状態からレ- リー 数を下げると単一周期の振動状態に落ちっくのではなく,subcrical
な分岐を経て,不連続に他のカオス状態-移行するという実験結果と一致している｡
最後に,始め示した間欠性カオスに関して,実験データから第- リアプノフ数を計算 した結
果を図8に示す｡その後の発展で,実験データから,負のリアプノフ数も含めて数個のリアプ
ノフ数を決定できる手法を筆者等は兄い出したことをつけ加えておく5.)また,以上の間欠性カ
オス発生の物理的機構については,ロール波長の不整合 と,tl-ルの境界の運動が重要な役割
を果していることが現在明らかになりつつある｡
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